
平成29年度　羽村市子ども・子育て支援事業計画　点検・評価結果　修正事項

基本目標１　妊娠・出産期からの支援
施策の方向１　子どもや母親のための保健事業の充実
【修正前】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

4 妊婦歯科健康診査

　妊娠中は身体的変化や生活環境の変化等により、歯科疾
患が増加　する傾向にあります。また、産後は育児等で受診
が困難なため疾患が放置されやすい傾向にあることから、妊
娠中に歯科疾患の予防や治療の動機付けを行い、歯科保健
意識の向上を図ります。

＊妊婦歯科健康診査受診者数　　　81人 ◎

　妊娠届出時の妊婦面接の際に、歯科健診の受診勧奨を
行ったり、母親学級の歯科の講座において、妊娠中の歯科衛
生の大切さについて伝えることができた。
　こうした面接や健康教育の場を通して歯科疾患の予防や治
療の動機づけを行っていく。

健康課

↓
【修正後】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

4 妊婦歯科健康診査

　妊娠中は身体的変化や生活環境の変化等により、歯科疾
患が増加　する傾向にあります。また、産後は育児等で受診
が困難なため疾患が放置されやすい傾向にあることから、妊
娠中に歯科疾患の予防や治療の動機付けを行い、歯科保健
意識の向上を図ります。

＊妊婦歯科健康診査受診者数　　　82人 ◎

　妊娠届出時の妊婦面接の際に、歯科健診の受診勧奨を
行ったり、母親学級の歯科の講座において、妊娠中の歯科衛
生の大切さについて伝えることができた。
　こうした面接や健康教育の場を通して歯科疾患の予防や治
療の動機づけを行っていく。

健康課

【修正前】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

11 乳幼児健康診査

　乳幼児の発育・発達の確認と疾病や異常の早期発見・早期
治療を行うため３～４か月、６～７か月、９～10か月、１歳６か
月、３歳児の健康診査を実施します。
　また、乳幼児健康診査の場を活用し、個別相談及び健康教
育を行うとともに、児童虐待の発生予防の観点から、育児不
安の大きい親や発達の遅れが心配される子ども等に対し、継
続した支援を行っていきます。

＊3～ 4か月児健診受診者数          368人
＊6～ 7か月児健診受診者数          357人
＊9～10か月児健診受診者数         343人
＊1歳6か月児健診受診者数           386人
＊3歳児健診受診者数                   419人

◎

　新たに3～4か月児健診時に臨床心理士を配置し、発達の遅
れが心配される場合などの相談に応じ親子の関わり方につい
て助言等を行った。（心理相談32件）
　気軽に相談を利用していただけるよう、3～4か月児健診時
の臨床心理士による集団教育の内容を工夫していく。
　また、健診を通して親の養育困難や子の発達の遅れが心配
される方に対し、保健師等による継続した支援を行うことで児
童虐待の未然防止に努めていく。

健康課

↓
【修正後】

番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

11 乳幼児健康診査

　乳幼児の発育・発達の確認と疾病や異常の早期発見・早期
治療を行うため３～４か月、６～７か月、９～10か月、１歳６か
月、３歳児の健康診査を実施します。
　また、乳幼児健康診査の場を活用し、個別相談及び健康教
育を行うとともに、児童虐待の発生予防の観点から、育児不
安の大きい親や発達の遅れが心配される子ども等に対し、継
続した支援を行っていきます。

＊3～ 4か月児健診受診者数          368人
＊6～ 7か月児健診受診者数          356人
＊9～10か月児健診受診者数         343人
＊1歳6か月児健診受診者数           386人
＊3歳児健診受診者数                   419人

◎

　新たに3～4か月児健診時に臨床心理士を配置し、発達の遅
れが心配される場合などの相談に応じ親子の関わり方につい
て助言等を行った。（心理相談32件）
　気軽に相談を利用していただけるよう、3～4か月児健診時
の臨床心理士による集団教育の内容を工夫していく。
　また、健診を通して親の養育困難や子の発達の遅れが心配
される方に対し、保健師等による継続した支援を行うことで児
童虐待の未然防止に努めていく。

健康課

【修正前】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

12 乳幼児経過観察健康診査

　乳幼児健康診査や相談などから精密健康診査を要する程
ではないが、健康上の課題があり、経過観察が必要と判断さ
れた乳幼児について、小児科医による診察や、保健師、管理
栄養士による個別相談を行うことにより、保護者に心理的・物
理的負担をかけずに適切なフォローを行います。

＊乳幼児経過観察健康診査受診者数　　　　186人 ◎

　発育の遅れや疾病の疑いのある乳幼児に対し、小児科医に
よる健診を月1回実施し、保健指導の実施や必要な方には精
密健診受診票を発行し、医療機関の受診に繋げた。
　今後も健診の事後や健診未受診者のフォローの場として活
用していく。

健康課

↓
【修正後】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

12 乳幼児経過観察健康診査

　乳幼児健康診査や相談などから精密健康診査を要する程
ではないが、健康上の課題があり、経過観察が必要と判断さ
れた乳幼児について、小児科医による診察や、保健師、管理
栄養士による個別相談を行うことにより、保護者に心理的・物
理的負担をかけずに適切なフォローを行います。

＊乳幼児経過観察健康診査受診者数　　　　192人 ◎

　発育の遅れや疾病の疑いのある乳幼児に対し、小児科医に
よる健診を月1回実施し、保健指導の実施や必要な方には精
密健診受診票を発行し、医療機関の受診に繋げた。
　今後も健診の事後や健診未受診者のフォローの場として活
用していく。

健康課

資 料



基本目標３　就学前の子どもの教育・保育の充実
施策の方向１　就学前の子どもの教育・保育の提供体制の充実
【修正前】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

5 評価による質改善

　幼稚園、保育園、認定こども園等が、教育・保育の質の確保
及び向上を図るため、自己評価、関係者評価、第三者評価等
を通じて運営改善に取り組むことができるよう、必要な指導、
助言や支援を行います。

　私立保育園4園、認定こども園1園、認証保育所1園で第三
者評価、利用者調査を実施した。

◎
　各保育園の評価結果を公表することにより、保護者が施設
を選択する際の目安となるとともに、保育サービスの質の確
保・向上を図ることができた。

子育て支援課

↓
【修正後】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

5 評価による質改善

　幼稚園、保育園、認定こども園等が、教育・保育の質の確保
及び向上を図るため、自己評価、関係者評価、第三者評価等
を通じて運営改善に取り組むことができるよう、必要な指導、
助言や支援を行います。

　私立保育園4園、認定こども園1園、認証保育所1園で第三
者評価、利用者調査を実施した。

◎

　各保育園の評価結果を公表することにより、保護者が施設
を選択する際の目安となるとともに、評価や調査の結果を活
かし、保育サービスの質の確保・向上を図るよう必要に応じ
て指導を行う。

子育て支援課



基本目標５　子どもと家庭へのきめ細かな支援
施策の方向１　児童虐待防止対策の充実
【修正前】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

4 乳幼児健康診査（再掲）

　乳幼児の発育・発達の確認と疾病や異常の早期発見・早期
治療を行うため３～４か月、６～７か月、９～10か月、１歳６か
月、３歳児の健康診査を実施します。また、乳幼児健康診査
の場を活用し、個別相談及び健康教育を行うとともに、児童虐
待の発生予防の観点から、育児不安の大きい親や発達の遅
れが心配される子ども等に対し、継続した支援を行っていきま
す。

＊3～4か月児健診受診者数　　　　368人
＊6～7か月児健診受診者数　　　　357人
＊9～10か月児健診受診者数　　　343人
＊1歳6か月児健診受診者数　　　　386人
＊3歳児健診受診者数　　　　　　　　419人

◎

　新たに3～4か月児健診時に臨床心理士を配置し、発達の遅
れが心配される場合などの相談に応じ親子の関わり方につい
て助言等を行った。（心理相談32件）
　気軽に相談を利用していただけるよう、3～4か月児健診時
の臨床心理士による集団教育の内容を工夫していく。
　また、健診を通して親の養育困難や子の発達の遅れが心配
される方に対し、保健師等による継続した支援を行うことで児
童虐待の未然防止に努めていく。

健康課

↓
【修正後】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

4 乳幼児健康診査（再掲）

　乳幼児の発育・発達の確認と疾病や異常の早期発見・早期
治療を行うため３～４か月、６～７か月、９～10か月、１歳６か
月、３歳児の健康診査を実施します。また、乳幼児健康診査
の場を活用し、個別相談及び健康教育を行うとともに、児童虐
待の発生予防の観点から、育児不安の大きい親や発達の遅
れが心配される子ども等に対し、継続した支援を行っていきま
す。

＊3～4か月児健診受診者数　　　　368人
＊6～7か月児健診受診者数　　　　356人
＊9～10か月児健診受診者数　　　343人
＊1歳6か月児健診受診者数　　　　386人
＊3歳児健診受診者数　　　　　　　　419人

◎

　新たに3～4か月児健診時に臨床心理士を配置し、発達の遅
れが心配される場合などの相談に応じ親子の関わり方につい
て助言等を行った。（心理相談32件）
　気軽に相談を利用していただけるよう、3～4か月児健診時
の臨床心理士による集団教育の内容を工夫していく。
　また、健診を通して親の養育困難や子の発達の遅れが心配
される方に対し、保健師等による継続した支援を行うことで児
童虐待の未然防止に努めていく。

健康課



基本目標５　子どもと家庭へのきめ細かな支援
施策の方向３　障害のある子どもへの支援の充実
【修正前】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

1 健康診査等

　発育及び発達障害や疾病などの早期発見・早期治療を図る
ため、妊婦健康診査、各種乳幼児健康診査、保育園入所児
童の健康診断及び小中学校児童・生徒の健康診断を実施し
ます。

＊妊婦健康診査受診者数　延べ 　4,626人
＊各種乳幼児健康診査
　　・3～4か月児健診受診者数　　368人
　　・6～7か月児健診受診者数　　357人
　　・9～10か月児健診受診者数　 343人
　　・1歳6か月児健診受診者数　　386人
　　・３歳児健診受診者数　　　　　 419人
＊小中学校児童・生徒の健康診断者数　4,296人
＊保育園の入所児童について、年3回程度健康診断を実施。

◎

　妊娠中から乳幼児期・学童期における節目の健診を実施
し、発育・発達障害や疾病などの早期発見・早期治療を図っ
た。
　健診の対象となる方が確実に受けられるよう、受診勧奨に
努め実施していく。

健康課
子育て支援課・
子育て相談課・
学校教育課

↓
【修正後】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

1 健康診査等

　発育及び発達障害や疾病などの早期発見・早期治療を図る
ため、妊婦健康診査、各種乳幼児健康診査、保育園入所児
童の健康診断及び小中学校児童・生徒の健康診断を実施し
ます。

＊妊婦健康診査受診者数　延べ 　4,626人
＊各種乳幼児健康診査
　　・3～4か月児健診受診者数　　368人
　　・6～7か月児健診受診者数　　356人
　　・9～10か月児健診受診者数　 343人
　　・1歳6か月児健診受診者数　　386人
　　・３歳児健診受診者数　　　　　 419人
＊小中学校児童・生徒の健康診断者数　4,296人
＊保育園の入所児童について、年3回程度健康診断を実施。

◎

　妊娠中から乳幼児期・学童期における節目の健診を実施
し、発育・発達障害や疾病などの早期発見・早期治療を図っ
た。
　健診の対象となる方が確実に受けられるよう、受診勧奨に
努め実施していく。

健康課
子育て支援課・
子育て相談課・
学校教育課

【修正前】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

2
早期療育に結びつけるための関係機関との
連携

　各種乳幼児健康診査等で子どもの発育や発達に不安があ
る保護者に対し、専門医と連携し相談に応じるとともに、必要
に応じて専門医療機関や福祉サービスの紹介を行います。
　また、保護者の不安の軽減を図るため、保健センター、療育
機関、障害福祉課、幼稚園、保育園など関係機関と連携し、
子どもの発育を促すことができるよう支援します。

＊乳幼児経過観察健康診査受診者数　 延べ186人
＊乳幼児発達健康診査受診者数　　 　　延べ　77人

＊発達障害児の支援に関する事例検討会（ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ）の開催
　　年１回(平成29年11月8日）　20人
　　講師：東京小児療育病院　松田医師

◎

　健診や訪問等を通して発育・発達に不安のある子どもに対
し、経過観察健診や発達健診に繋げ、発育・発達に関する相
談に対応した。
発達障害支援に関する事例検討会を実施し、発達障害児の
支援に関し理解を深めた。
　今後は、子育て相談課に配置された連携コーディネーターと
情報共有を図りながら、適切な支援を行っていく。

健康課
障害福祉課・子
育て支援課・子
育て相談課

↓
【修正後】
番号 事業名 事業内容 平成29年度実績 評価 課題・今後の方向性 担当課 関連課

2
早期療育に結びつけるための関係機関との
連携

　各種乳幼児健康診査等で子どもの発育や発達に不安があ
る保護者に対し、専門医と連携し相談に応じるとともに、必要
に応じて専門医療機関や福祉サービスの紹介を行います。
　また、保護者の不安の軽減を図るため、保健センター、療育
機関、障害福祉課、幼稚園、保育園など関係機関と連携し、
子どもの発育を促すことができるよう支援します。

＊乳幼児経過観察健康診査受診者数　 延べ192人
＊乳幼児発達健康診査受診者数　　 　　延べ　77人

＊発達障害児の支援に関する事例検討会（ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ）の開催
　　年１回(平成29年11月8日）　20人
　　講師：東京小児療育病院　松田医師

◎

　健診や訪問等を通して発育・発達に不安のある子どもに対
し、経過観察健診や発達健診に繋げ、発育・発達に関する相
談に対応した。
発達障害支援に関する事例検討会を実施し、発達障害児の
支援に関し理解を深めた。
　今後は、子育て相談課に配置された連携コーディネーターと
情報共有を図りながら、適切な支援を行っていく。

健康課
障害福祉課・子
育て支援課・子
育て相談課


